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八郎潟干拓地の水稲作における初期落水管理の効果 

第２報 田面水の水質と汚濁負荷収支への影響 
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１．ねらい 

 初期落水管理1)は一時的に土壌を酸化的

にすることでメタンガスの抑制効果が期待

される2)ものの、落水により田面水が排出

されるため、環境へ水質負荷を与える可能

性もある。そこで本報では、初期落水に伴

う水質汚濁物質の排出量や再湛水後の田面

水の水質変化、水収支を元に、初期落水管

理が水質汚濁物質収支に与える影響を検討

した。 

 

２．試験方法 

(1) 試験年次 

 2011 年～2012 年。 

(2) 試験場所・土壌条件 

 秋田農試大潟農場・細粒質斑鉄型グライ

低地土、強粘質。 

(3) 調査方法及び試験区 

 1）初期落水管理の時期 

 2011年が6/6～6/10、2012年が6/4～6/11
2)。 

 2）移植前落水時と初期落水時の水質調査 

 圃場面積が概ね 10a の代かき水田４筆を

供試し、①移植前落水時の代かき水、②初

期落水前の田面水について水質調査を行っ

た。調査月日は、2011 年が①5/23、②6/6、

2012 年が①5/21、②6/4 であった。 

 3）汚濁負荷収支の調査 

 上記４筆のうち、１筆のみ初期落水管理

を行い（初期落水区）、隣接した１筆を対

照圃場（対照区）として継続的に田面水の

水質調査と水収支の測定を行った。なお、

初期落水管理を行った時期以外は、両区と

も同様の水管理とした。 

(4) 分析・測定項目及び方法 

 ①水質汚濁物質濃度：全有機炭素（TOC）、

全窒素（TN）、全リン（TP）、懸濁物質（SS）

を定法3)により分析した。水質試料の採取

は週に２～３回の頻度で行った。②水収支

（2012年のみ）：取水量をパーシャルフリ

ューム、表面排水量を自記減水位計、降水

量をアメダス大潟、蒸発散量をペンマン法

と作物係数から求めた。③汚濁負荷収支

（2012年のみ）：流出負荷量は表面排水の

水量×各汚濁物質濃度により、流入負荷量

は取水負荷量（潅漑水の水量×各汚濁物質

濃度）＋降水負荷量（降水の水量×各汚濁

物質濃度）により算出し、両者を差し引い

て差引排出量とした。 

(5) 供試肥料及び施肥量 

 シグモイド型被覆尿素 100 タイプ 4kgN/

10a（育苗箱全量施肥）及びＭ社製鶏ふんペ

レット（保証値 TC35.2％、TN3.7％）2kgN

/10a（全層施肥）。追肥無し。 

(6) 耕種概要 

 2011 年は耕起 5/11、代かき 5/16、移植

5/24、収穫 9/28。2012 年は耕起 4/19、代か

き 5/14、移植 5/22、収穫 9/20。品種はあき

たこまち（中苗）。 

 

３．結果及び考察 

 図１に移植前落水時と初期落水時に

おける、田面水の各汚濁物質濃度を示し

た。いずれも振れ幅が大きいものの、

2011 年は初期落水時の方が濃度の低い

傾向が認められた。2012 年は、落水時

期による濃度の違いが明瞭でなかった。 

 図２に示すように、初期落水区におけ

る再湛水後の田面水の汚濁物質濃度は、

対照区と比べて 2011年の TNや SS、2012

年の TOC や TN のように、６月中旬ま

でやや低下するケースが認められた。一

方、2012 年の TN や TP のように、６月

下旬以降に初期落水区の方が高まる場

合もあり、傾向は一定でなかった。田面

水の水質を潅漑水と比較すると、TOC

は田面水の方が同等かやや高く、TN は

一定の傾向が認められなかったが、TP

と SS は、２カ年とも６月中旬以降に、

田面水の方が濃度の低い傾向が認めら

れた。  

 表１に、2012 年における移植から中

干し前までの各圃場の水収支と汚濁負

荷量の収支を示した。水収支によると、

初期落水管理により表面排水量と取水

量がともに増加しているものの、両区の

収支はいずれもゼロであった。各汚濁物

質は、両区とも TOC のみ流入（合計 A）

＜流出（合計 B）であったが、他の汚濁

物質はいずれも取水負荷量が表面排水

負荷量より大きいため、流入（合計 A）

＞流出（合計 B）であった。各汚濁物質

の収支は、初期落水区の方が対照区より

やや大きいものの、TOC を除いて収支

がマイナスで水質浄化型であることか

ら、初期落水管理による環境への水質負

荷は小さいと考えられた。 

21



 

 ４．まとめ 

 初期落水時の田面水の汚濁物質濃度は、

移植前落水時と比べて同等かやや低かっ

た。初期落水管理が再湛水後の田面水の水

質に与える影響は判然としなかった。初期

落水管理を行っても、TOC を除いて取水に

伴う流入負荷量が表面排水負荷量より大き

く、汚濁負荷収支がマイナスとなるため、

環境への負荷は小さいと考えられた。 
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図１ 移植前落水時と初期落水時における田面水の汚濁物質濃度 

注）水田 4 筆の平均値を示した。縦棒は標準偏差。 
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図２ 初期落水管理が田面水の水質に及ぼす影響（上段：2011 年、下段：2012 年） 

注）図注の←→は、初期落水の期間を示す。 

 

表１ 移植から中干し前における各区の水収支及び汚濁物質収支（2012 年） 

流入 流出

取水 降水 合計A 蒸発散 表面排水 合計B

初期落水 297 72 369 222 147 369 0

対照 268 72 340 229 112 340 0

TOC 初期落水 6.1 4.0 10.1 - 11.2 11.2 1.08

対照 5.3 4.0 9.4 - 10.2 10.2 0.81

T-N 初期落水 3.2 1.9 5.2 - 2.4 2.4 -2.7

対照 2.9 1.9 4.8 - 1.9 1.9 -2.9

T-P 初期落水 0.20 0.01 0.21 - 0.10 0.10 -0.11

対照 0.18 0.01 0.19 - 0.05 0.05 -0.15

SS 初期落水 74.4 0.0 74.4 - 16.3 16.3 -58.1

対照 66.6 0.0 66.6 - 5.2 5.2 -61.4

注）5月22日～7月7日で集計（移植前落水は含まない）。
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